
SKYMENU 活用授業 実践レポート 

 

お名前 多多納 秀行 学校名 昭島市立昭和中学校 

実施学年 ３学年 教  科 国語 

単元名 思考のレッスン「具体化・抽象化」 

≪学びを深めたいポイント≫ 

≪SKYMENU 活用のポイント≫ 

① 具体化抽象化はどういうことか、そしてその方法はどんなものかを演習を通して理解して、具体化と抽象化

を自在にかつ質の高い形で行えるような学び。 

 

② 他者の具体化や抽象化を見て、生徒が自分の語彙や具体化、抽象化の力を深めるような学び。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① テキストを入れる場所を複数用意して、問題文の場所は文字を大きく、例文の場所色を変えて分かりやすく

した。→問題の分かりやすさ、取り組みやすさ。 

 

② みんなのノートを見る機能で生徒たちのノートをテレビ画面に映して、解説した。 

→共有の効率 

 

③ ・スタンプの種類ごとに点数が違うことを説明して、返却した。 

→評価、返却のしやすさ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪実践内容≫ 

 学習活動 SKYMENU 活用場面 活用のポイント 

導 

 

入 

・前単元の「作られた「物語」を超

えて」の読解において具体部と抽

象部の読み分けを行ったことを振

り返る。 

・授業の目標と流れを確認する。 

・光村図書「国語３」P５２の「具

体化・抽象化」についての説明を

行う。 

 

 

  

展 

 

開 

・ウォーミングアップ：抽象化問題 

問い「「空のペットボトル」「破れ

た新聞紙」「壊れたコントローラ

ー」を抽象化して一言で表そう。」 

‐ペアで話し合って答える。 

 

・ウォーミングアップ：具体化問題

に取り組む。 

問い「優しい人」例えばどんな

人？ 

‐ペアで話し合って答える。 

 

・本番：抽象化プリント課題 

‐各自で考える。 

 

・本番：スカイメニュー具体化課題

に取り組む。 

 

 

 

・書き終わった人から提出する。 

 

 

 

・みんなのノートを共有して、解説

や講評を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「例えば」「具体的には」という言葉

を使って、抽象的な語句の具体的な

説明を、発表ノートで書く。 

 

 

 

・提出したあとみんなのノートを見る

機能を使って他の人の具体化文章

を共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テキストを入れる場所を複数

用意した。 

・問題文の場所は文字を大き

く、例文の場所色を変えて分か

りやすくした。 

 

・みんなのノートを見る機能で

生徒たちのノートをテレビ画面

に映して、解説した。 

 

 

 



ま 

と 

め 

・複数のクラスメイトのノートを見

て、授業者の解説を聞いたうえで

気づいたことをまとめ、振り返る。

自分の具体化の文章を加筆修正

する。 

 

 

 

 

 

 ・スタンプの種類ごとに点数が

違うことを説明して、返却した。 

 

≪実践を振り返って≫ 

前単元とのつながりや本単元を学ぶ意義を理解させた上で、「具体化・抽象化の実践」が一貫した授業

づくりを心掛けた。一貫性はありながらも、一辺倒な手立てにならないよう、３つのステップに分けてアプロ

ーチを変えることができた。それにより、生徒は取り組む内容は一貫して「具体化・抽象化の実践」に変わ

りはないが、やり方が違うので生き生きと、飽きずに取り組めていた。 

 

まずは対話的・協働的に具体化・抽象化に取り組み、次にプリントで書いて取り組み、最後にスカイメニュ

ーを用いてデジタルで効率的に取り組めた。 

 

発表ノートは感覚的に操作可能で、共有や提出も生徒は手軽に行うことができていた。テキストボックスで

の文字の大きさや色変えも、問題の取り組みやすさに繋がっていた。 

 

スタンプの種類が豊富なので、スタンプごとに点数を変えて、返却や評価に関しても、生徒教員ともにわか

りやすく行えたように思う。 

 

実践画像 

 

 

 

 

 

 

 


